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英国金融政策（2024年5月）
6会合連続で政策金利を据え置きも、利下げ票が増加

1/1

2024年5月10日

データ次第と断りつつも、ベイリー総裁は利下げの地均しへ

BOE（イングランド銀行）は5月8日（現地、以下同様）に終了した金融政策委員会で、市場予想通り6

会合連続で政策金利を5.25%に据え置く決定をし、9日に発表しました。総裁を含む7名が据え置き、2名

が0.25%ポイントの利下げを支持しました。前回は利下げ支持が外部委員の1名だけでしたが、今回はそ

の1名に加えて、3名の副総裁のうち1名が利下げを支持しました。利下げへの傾斜の象徴と捉えられます。

声明文には「今後発表されるデータと、それらが持続的なインフレのリスクが後退しているとの評価に

どのように影響するかを考慮する」との一文が追加されました。また、金融政策報告書では、市場が織り

込む将来の政策金利等を前提に、2024年内にも需要は供給を下回り始め、2、3年後のインフレ率はそれ

ぞれ1.9%、1.6%へ低下するとの見通しが示されました。更に、ベイリー総裁は記者会見で、前回2月の

見通しから経済データにサプライズはほとんどない、サービス価格や賃金の多少の上振れを過大に解釈し

ない、インフレ率は望ましい動き、市場が織り込む以上に利下げを実施する必要があるかも知れない、6

月の利下げは排除もされないし既成事実でもない等々、利下げに踏み込んだ発言をしました。

これらを受けて、市場は6月の利下げ開始の織り込みを強めました。もっとも、結局はデータ次第であ

り、BOEもその点を強調しています。据え置きを支持した委員の間でも、インフレに係るリスクや利下げ

に必要なデータに関する見解の相違が指摘されており、当社では引き続き8月の利下げ開始を予想します。

（出所）ブルームバーグ

※政策金利は発表日ベース

英国の金利と為替英国の消費者物価指数と週平均賃金

（出所）LSEG

※コアは食品・エネルギー・アルコール・タバコを除く系列
※週平均賃金は3カ月移動平均で2024年2月まで

（前年同月比、％） （％） （米ドル/ポンド）（2010年1月～2024年3月） （2020年1月初～2024年5月9日）
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